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新規登録受付中

JR西労組

提出した要求書

61項目の要求書を提出する川端副委員長

川 柳  第24回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門  佳 作　［ パパ仕事　休みは労組　ママ激怒 ］　本庄 創史さん （神戸地本・明石車掌区分会）

　

半休制度

通勤手当

保存休暇

看護休暇

フレックス
タイム制

≪付与条件≫
年10回の使用制限の撤廃。

≪特認の取扱い≫
・自動車での通勤申請があった場合は、「その他やむを得ない事由」と
して取り扱い。
・「自動車等の利用を特認できるのは、通勤時間又は勤務箇所到着
から所定の始業時刻までの時間が、15分以上短縮できる場合とす
る。」にかかわらず、認める。

≪対象となる子の範囲の拡大≫
・保存休暇の対象となる子を「子（小学校３年生の年度末に達するま
での間に限る。ただし、当該子が障がい者手帳を取得している等の
場合は、高等学校（特別支援学校は高等部）までとする。）を育児す
る場合」と規定しているところ、「子（小学校６年生の年度末に達する
までの間に限る。ただし、当該子が障がい者手帳を取得している等
の場合は、高等学校（特別支援学校は高等部）までとする。）を育児
する場合」に子の範囲を拡大する。

≪使用制限の撤廃≫
・同項１号について、「当該年度に発給した年休の３分の１をすでに取得して
いる場合」及び「各年度に２日以内」の使用制限を撤廃する。

≪対象となる子の範囲の拡大≫
・看護休暇の対象となる子を「小学校就学に達するまでの間に限
る。」と規定しているところ、「小学校６年生の年度末に達するまで
の間に限る。ただし、障がい者手帳を取得している等の場合は、高
等学校（特別支援学校は高等部）までとする。」に子の範囲を拡大
する。

≪取得事由の拡大≫
・「子を看護する場合及び予防接種又は健康診断を受けさせる場
合」と規定している看護休暇の取得事由に「子を育児する場合」
を加える。

≪始終業時間制限の撤廃≫
・フレックスタイム制規程第４条及びシニア社員フレックスタイム制
規程第４条に「始業時間帯については０時から14時まで、終業時
間帯については11時から24時まで」と規定する勤務時間帯につ
いて、一時的に始終業時間帯の制限を撤廃する。（始業、終業とも
に時間帯は０時から24時までとする。）

【表1】

　

申
し
入
れ
の
提
出
に
あ
た
り
、中

央
本
部
を
代
表
し
、川
端
副
執
行
委

員
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
鉄
道
事

業
の
将
来
不
安
や
大
幅
な
賞
与
の
減

少
に
よ
り
離
職
者
が
増
加
し
、採
用

競
争
力
も
大
幅
に
低
下
し
た
こ
と
か

ら
、持
続
的
に
鉄
道
の
発
展
を
支
え

る
人
財
の
基
盤
が
揺
ら
い
で
い
る
。人

財
の
確
保
と
定
着
を
図
る
た
め
に
、Ｊ

Ｒ
西
日
本
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ

ル
ー
プ
が
発
展
し
て
い
く
う
え
で
、更

な
る
労
働
条
件
の
向
上
を
図
る
べ
く
、

労
使
で
の
真
摯
な
議
論
を
要
請
す

る
。」と
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
会
社
は
、「
労
働
条

件
に
つい
て
は
、こ
れ
ま
で
も
議

論
を
重
ね
て
き
て
い
る
が
、全

体
的
に
見
て
他
の
会
社
と
比

較
し
て
も
、当
社
は
相
当
の
レ

ベ
ル
に
達
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。」と
の
考
え
を
表
明
し

た
。

　

今
年
度
は
、「
Ｊ
Ｒ
西
日
本

グ
ル
ー
プ
鉄
道
安
全
考
動
計

画
２
０
２
７
」「
Ｊ
Ｒ
西
日
本

グ
ル
ー
プ
長
期
ビ
ジ
ョン
２
０
３

２・中
期
経
営
計
画
２
０
２
５
」

の
初
年
度
で
あ
り
、会
社
の
業

績
も
回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
も
反
転
攻
勢
に
向
け
て

重
要
な
年
と
な
る
。

　

中
央
本
部
は
、す
べ
て
の
組
合
員
が

働
き
が
い
を
持
ち
、安
心
し
て
働
き
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
職
場
と
環
境
を

創
り
上
げ
、組
合
員
の
切
実
な
要
求

を
実
現
さ
せ
る
た
め
、８
月
中
旬
か
ら

始
ま
る
交
渉
に
全
力
で
取
り
組
む
。

１
．労
使
間
ル
ー
ル
に
関
す
る
項
目

（
６
項
目
）

（
１
）便
宜
供
与
の
範
囲
を
見
直
し
さ

れ
た
い
。

①
勤
務
時
間
中
の
組
合
活
動
に
つ
い

て
、中
央
本
部
業
種
別
部
会
、各
地
方

本
部
青
年
女
性
委
員
会
定
期
委
員

会
、地
方
連
合
及
び
地
方
交
運
労
協

の
大
会
を
追
加
さ
れ
た
い
。

②
中
央
執
行
委
員
会
及
び
地
本
執
行

委
員
会
に
正
規
の
構
成
員
と
し
て
出

席
す
る
場
合
で「
月
１
回
１
日
に
限

る
」を
月
２
回
以
内
と
す
る
と
と
も

に
、「
会
合
等
出
席
届
」の
届
出
を
３

日
前
ま
で
と
さ
れ
た
い
。

③
掲
示
板
の
掲
示
内
容
に
つい
て「
政

治
活
動
を
目
的
と

し
」を
除
外
さ
れ
た

い
。

（
２
）地
方
会
議
に

お
け
る
苦
情
処
理

委
員
お
よ
び
簡
易

苦
情
処
理
委
員
を

３
名
に
変
更
さ
れ

た
い
。

（
３
）分
会
書
庫
の

利
用
制
限
を
緩
和

す
る
と
と
も
に
、箇

所
長
が
認
め
た
場

合
は
会
社
の
レ
タ
ー

ケ
ー
ス
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
さ
れ

た
い
。

（
４
）専
従
休
職
者
の
復
職
条
件
を
緩

和
さ
れ
た
い
。

２
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
時
限
的
勤
務
制
度
等
に
関

わ
る
項
目（
５
項
目
）

（
１
）コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
実
施
し
た
以

下
の
時
限
的
措
置
に
つ
い
て
制
度
化

さ
れ
た
い
。【
表
1
】

３
．人
事
に
関
す
る
項
目（
９
項
目
）

（
１
）事
前
通
知
は 

21
日
前
に
す
る
と

も
に
、出
向
に
つい
て
は
１
ヶ
月
前
と
さ

れ
た
い
。と
り
わ
け
転
居
を
伴
う
場

合
は
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
よ
う
環

境
整
備
を
さ
れ
た
い
。

（
２
）間
接
部
門
従
事
者
の
昇
職
に
つい

て
は
試
験
合
格
後
、直
ち
に
実
施
さ

れ
た
い
。

（
３
）単
身
赴
任
者
お
よ
び
海
外
赴
任

者
へ
の
帰
省
や
手
当
等
の
支
援
を
充

実
す
る
と
と
も
に
、期
間
を
制
限
し

縮
小
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

（
４
）出
向
休
職
者
含
め
た
全
て
の
休

職
者
に
対
す
る
フ
ォロ
ー
体
制
を
確
立

す
る
と
と
も
に
、休
職
者
が
J
R
西

日
本
の
情
報
を
得
る
た
め
の
ツ
ー
ル
を

整
備
さ
れ
た
い
。

（
５
）退
職
手
当
の
勤
続
期
間
の
計
算

で
公
職
休
職
期
間
を
在
職
期
間
と
さ

れ
た
い
。

（
６
）通
勤
手
当
の
支
払
い
条
件
で
あ

る「
自
宅
最
寄
り
駅
か
ら
勤
務
箇
所

所
在
地
最
寄
駅
ま
で
の
普
通
列
車
に

よ
る
通
勤
時
間
が
１
時
間
30
分
以
上

の
場
合
」を
削
除
さ
れ
た
い
。

（
７
）社
員
が
友
人
や
知
人
な
ど
を
紹

介
す
る
リ
フ
ァ
ラ
ル
採
用
の
制
度
を
新

設
さ
れ
た
い
。

（
８
）勤
続
15
年
及
び
25
年
表
彰
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、勤
続
35
年
表

彰
を
新
設
さ
れ
た
い
。

（
９
）Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
対
応
し
た
職
場

環
境
の
あ
り
方
に
つい
て
見
解
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

４
．労
働
時
間
、休
日
、休
暇
、勤
務
制

度
等
、働
き
方
改
革
に
関
す
る
項
目

（
13
項
目
）

（
１
）年
末
年
始
の
日
に
12
月
30
日
を

追
加
す
る
と
と
も
に
、振
替
休
日
を

祝
日
等
勤
務
手
当
の
対
象
と
さ
れ
た

い
。

（
２
）第
２
種
休
日
制
の
休
日
数
を
、

第
１
種
休
日
制
と
同
数
と
さ
れ
た
い
。

（
３
）忌
引
休
暇
に
つ
い
て
、姻
族（
父

母
）を
血
族
と
同
日
数
と
さ
れ
た
い
。

加
え
て
、起
算
日
は
勤
務
終
了
後
に

知
っ
た
場
合
は
翌
日
か
ら
と
さ
れ
た

い
。

（
４
）更
衣
時
間
に
つい
て
は
労
働
時
間

と
さ
れ
た
い
。

（
５
）保
存
休
暇
の
使
用
条
件
に
25
年

勤
続
表
彰
を
追
加
さ
れ
た
い
。

（
６
）フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
適
用
箇

所
の
拡
大
お
よ
び
泊
り
勤
務
箇
所
へ

導
入
す
る
と
と
も
に
、半
日
も
し
く
は

時
間
単
位
で
年
休
を
使
用
で
き
る
よ

う
に
さ
れ
た
い
。

（
７
）フ
レッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
に
つい
て
、複

数
月
の
清
算
を
可
能
と
し
、１
箇
月
の

実
績
労
働
時
間
が
所
定
労
働
時
間

を
下
回
る
場
合
を
許
容
さ
れ
た
い
。

加
え
て
、育
児
や
介
護
に
関
す
る
場

合
は
、実
績
労
働
時
間
が
所
定
労
働

時
間
を
下
回
る
こ
と
を
許
容
さ
れ
た

い
。

（
８
）ブ
リ
―
ジ
ャ
ー
の
推
進
に
つい
て
、

社
員
が
出
張
す
る
場
合
に
、観
光
や
レ

ジ
ャ
ー
等
の
日
程
を
追
加
で
き
る
新

し
い
出
張
ス
タ
イ
ル
を
制
度
化
さ
れ
た

い
。

（
９
）勤
続
年
数
の
節
目（
10
年
、15

年
、20
年
等
）に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
を

新
設
さ
れ
た
い
。

（
10
）乗
務
員
勤
務
制
度
関
係

①
乗
務
員
等
勤
務
制
度
の
見
直
し
に

対
す
る
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

②
休
息
時
間
の
確
保
の
観
点
か
ら
行

先
地
の
時
間
は
、着
点
呼
か
ら
発
点

呼
ま
で「
概
ね
６
時
間
を
標
準
」と
さ

れ
た
い
。

③
在
宅
休
養
時
間
に
つ
い
て
、特
休
、

年
休
を
公
休
に
準
じ
た
制
限
の
取
扱

い
に
変
更
さ
れ
た
い
。

④
育
児
、介
護
等
の
時
間
制
約
の
あ

る
社
員
同
士
や
シ
ニ
ア
社
員
等
が
業

務
分
担（
ワ
ー
ク
シェア
）で
き
る
行
路

や
作
業
ダ
イ
ヤ
等
を
確
立
さ
れ
た
い
。

５
．育
児
、介
護
等
、様
々
な
制
約
を
受

け
る
社
員
が
キ
ャ
リ
ア
継
続
で
き
る

環
境
作
り
に
関
す
る
項
目（
17
項
目
）

（
１
）共
通
関
係

①
育
児
や
介
護
等
、様
々
な
制
約
を

受
け
る
社
員
が
キ
ャ
リ
ア
継
続
で
き

る
環
境
作
り
の
促
進
に
つい
て
会
社
の

見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

②
育
児
や
介
護
に
関
わ
る
制
度
等
の

活
用
に
つ
い
て
は
、全
て
欠
格
条
項
か

ら
除
外
さ
れ
た
い
。

（
２
）育
児
関
係

①
育
児
休
職
に
つい
て
、復
職
す
る
た

め
に
必
要
な
資
格
や
検
査
等
を
休
職

期
間
中
に
取
得
で
き
る
仕
組
み
を
構

築
さ
れ
た
い
。

②
短
日
数
勤
務
制
度
に
つい
て
、指
定

日
数
を
全
て
の
系
統
に
お
い
て
統
一さ

れ
た
い
。

③
短
時
間
勤
務
制
度
に
つい
て
、対
象

を「
満
10
才
に
達
し
な
い
子
」と
改
め

る
と
と
も
に
、短
時
間
勤
務
適
用
者

が
い
る
職
場
に
つ
い
て
は
、勤
務
対
応

者
減
少
に
対
す
る
対
応
措
置
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

④
深
夜
業
務
及
び
時
間
外
労
働
等
の

制
限
措
置
に
つい
て
、対
象
を
中
学
校

就
学
前
ま
で
と
さ
れ
た
い
。

（
３
）介
護
関
係

①
介
護
休
職
に
つい
て
、連
続
し
た
期

間
を
３
年
に
す
る
と
と
も
に
、通
算
日

数
及
び
取
得
で
き
る
回
数
を
増
加
さ

れ
た
い
。

②
介
護
休
暇
と
介
護
特
別
休
暇
を

統
合
す
る
と
と
も
に
、制
限
日
数
を

撤
廃
し
必
要
な
期
間
取
得
で
き
る
よ

う
に
さ
れ
た
い
。

③
短
時
間
勤
務
制
度
を
新
設
す
る
と

と
も
に
、短
日
数
勤
務
制
度（
介
護
）

の
３
年
間
の
適
用
条
件
を
撤
廃
し
、併

用
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

（
４
）キ
ャ
リ
ア
継
続
に
繋
が
る
健
康

支
援

①
更
年
期
障
害
に
対
す
る
休
暇
を
新

設
す
る
と
と
も
に
、定
期
健
康
診
断
の

血
液
検
査
項
目
に
更
年
期
障
害
を
判

定
す
る
項
目
を
追
加
さ
れ
た
い
。

②
母
体
保
護
の
観
点
か
ら
流
産
に
対

す
る
休
暇
を
新
設
さ
れ
た
い
。

③
自
己
都
合
休
職
に
つい
て
、病
気
治

療
、看
護
や
介
護
等
を
適
用
す
る
と

と
も
に
期
間
を
延
長
さ
れ
た
い
。

④
一人
親
世
帯
や
、子
が
障
が
い
者
手

帳
を
取
得
し
て
い
る
、ま
た
、支
援
を

必
要
と
す
る
子
を
育
児
す
る
場
合

は
、状
況
に
応
じ
て
両
立
で
き
る
仕
組

み
を
構
築
さ
れ
た
い
。

⑤
不
妊
治
療
支
援
休
職
に
つい
て
、対

象
と
な
る
治
療
の
要
件
を
緩
和
さ
れ

た
い
。

（
５
）病
気
関
係

①
病
気
休
職
期
間
な
ら
び
に
私
傷
病

休
暇
の
継
続
日
数
を
延
長
さ
れ
た
い
。

ま
た
、病
気
休
職
復
職
後
に
お
け
る

私
傷
病
欠
勤
は
、前
後
の
休
職
期
間

を
通
算
し
な
い
も
の
と
さ
れ
た
い
。

②
契
約
社
員
か
ら
社
員
に
登
用
さ
れ

た
場
合
の
病
気
休
職
の
勤
続
年
数
の

計
算
に
つい
て
は
、契
約
社
員
か
ら
通

算
さ
れ
た
い
。

③
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
に
関
す
る

労
働
協
約
１
５
０
条
２
項
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
、出
勤
率
を
５
割
以
上
と

５
割
未
満
の
区
分
と
し
、そ
れ
ぞ
れ
付

与
日
数
を
増
と
さ
れ
た
い
。

６
．社
員
と
家
族
の
健
康
づ
く
り
と
生

活
支
援
に
関
す
る
項
目（
４
項
目
）

（
１
）特
定
保
健
指
導
を
受
講
す
る
際

は
労
働
時
間
と
さ
れ
た
い
。

（
２
）「
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の一
部

補
助
」及
び「
人
間
ド
ッ
ク
利
用
補

助
」の
対
象
年
齢
を
35
歳
以
上
か
ら

30
歳
以
上
に
引
き
下
げ
、会
社
負
担

と
さ
れ
た
い
。

（
３
）保
存
休
暇
の
適
用
条
件
に「
疫

病
が
流
行
し
た
場
合
に
感
染
防
止
ま

た
は
家
族
等
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
を

受
検
す
る
場
合
」を
追
加
さ
れ
た
い
。

（
４
）イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助

を「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
」に
変
更
す
る

と
と
も
に
、配
偶
者
、子
供
ま
で
拡
大

さ
れ
た
い
。

７
．地
上
職
の
働
き
が
い
向
上
に
関

す
る
項
目（
３
項
目
）

（
１
）働
き
方
改
革
推
進
に
向
け
、１
日

労
働
時
間
を
７
時
間
30
分
と
さ
れ
た

い
。

（
２
）過
重
労
働
抑
制
の
た
め
時
間
外

労
働
な
ど
を
含
む
勤
務
終
了
時
か
ら

翌
日
の
始
業
ま
で
に
、一
定
時
間（
11

時
間
以
上
）の
間
隔（
イ
ン
タ
ー
バ
ル
）

を
確
保
さ
れ
た
い
。

（
３
）２
０
１
９
春
闘
に
お
い
て
、口
頭

表
明
を
受
け
た「
地
上
職
の
職
場
環

境
の
改
善
」に
つい
て
、進
捗
状
況
お
よ

び
今
後
の
展
望
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

８
．人
財
確
保
お
よ
び
離
職
防
止
に

関
す
る
項
目（
１
項
目
）

（
１
）コロ
ナ
禍
で
課
題
と
な
っ
た
、人
財

確
保
と
離
職
防
止
の
取
り
組
み
等
に

つい
て
、J
R
西
労
組
は
第
35
回
定
期

中
央
本
部
大
会
に
お
い
て「
人
材
確

保
お
よ
び
離
職
防
止
に
向
け
た
提
言

骨
子
」を
確
認
し
た
。

　

人
財
の
確
保
と
離
職
の
現
状
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ｒ
西
労
組

の
提
言
に
基
づ
き
労
使
で
協
議
さ
れ

た
い
。

９
．契
約
社
員
に
関
す
る
項
目

（
１
項
目
）

（
１
）勤
続
表
彰
制
度
を
社
員
と
同
等

に
さ
れ
た
い
。

10．
医
療
職
場
に
関
す
る
項
目

（
２
項
目
）

（
１
）医
療
社
員
資
格
級
区
分
表
に
Ｐ

職
を
新
設
さ
れ
た
い
。

（
２
）健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
第
１
種

休
日
制
に
変
更
さ
れ
た
い
。

　

中
央
本
部
は
、各
地
本
・
総
支
部
・
部
会
・
青
年
女
性
委
員
会
か
ら
届
い
た「
２
０
２
３
年
度

総
合
労
働
協
約
改
訂
」に
関
す
る
要
求
４
１
８
項
目
を
61
項
目
に
集
約
し
、７
月
19
日
〜
21
日

に
開
催
し
た
第
35
回
定
期
中
央
本
部
大
会
で
議
論
の
う
え
、確
認
し
た
要
求
書
を
７
月
27
日

に
会
社
へ
提
出
し
た
。

２
０
２
3
総
合
労
働
協
約
改
訂
交
渉

す
べ
て
の
組
合
員
が
働
き
が
い
を
持
ち 

　
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
職
場
と
環
境
の
創
造
へ


